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三宅島火山1983年10月3日の噴火

曽屋龍典(環境地質部)･宇都浩三(技術部)

�瑳��楓す�潺��

伊豆七島の中の1つの活火山島である三宅島が1983年

10月3目午後3時すぎ突然噴火を開始しました.噴

火活動そのものはおよそ半目で終りましたカミ溶岩流の

前進はその後も3日間ほど続き有感地震も活発に発生

し噴火後の10日間で100回以上も記録されました.溶

岩流が島南西部の阿古地区を直撃し400戸以上の民家を

下敷きにする一方降下火砕物質は折からの強い西風に

運ばれて噴火口列の東側に降り島南東の坪田地区では

10c㎜以上もの厚さで積もり農作物に重大な被害をも

たらしました.しかし不幸中の幸いというべきか

島民はいちはやく避難したため1人の死者も生じません

でした.筆者らは噴火直後の三宅島を現地調査および

飛行機による観察をする機会を得ました･以下に今

回の噴火の状況について筆者らの調査結果を記す事にし

ます.
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翻歴史蒔代の溶岩

屋妻ヨ歴史時代のスコリア丘及び降下スコリア

国1763-69の爆発街礫岩

Eヨ雄山中央火口止

皿皿古期寄生火山及び寄生火ロ

ロ主成層畑d吸口

第1図三宅島火山地質図(一色1964).

･須藤茂(地殻熱部)
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<噴火当日(10月3目)>

三宅島噴火す!一このニュｰスカミ地質調査所に届いた

のは10月3目の午後4時すぎ.筆者らのうち2名(T.

S.とK.U.)はその夜の三宅島行きの定期船に乗船しま

した.

東京浜松町の竹芝桟橋は救援の警察･消防･電力会

社や多数の報道陣でごったカミえし食料や衣料等の救援

物質も続々と積み込まれ緊迫した雰囲気が張りつめて

いました.

乗船前に筆者らカミ知り得た情報は島の南西山腹の二

男山付近で噴火カミ起ったこと割れ目噴火であるらしい

ということだけでした.21年前の1962年の噴火は島

の北東山腹から海岸までの割れ目噴火でした.前回の

噴火やより古い噴火のいきさつを知ることは今回の

噴火の活動予測や現地の調査の仕方の指針となります･

松田･森本(1962)一色(1960.1964.1977)などの報告

をまとめて三宅島のおいたちや歴史時代の噴火につい

て見てみます.

第1図は一色(1964)による三宅島の地質図です.

その後茅原ほか(1973)は一色の主成層火山の活動

の末期にガルデラカミ形成されたことを指摘しました･

一色(1977)はカルデラの形成を1壬C年代によって今

から3,000年前頃としています一策1表はこれらの結

第1表三宅島火山の形成史(一色;1977より)

1983山腹噴火を主とする時代

‡12噴火輪廻

146921年一69年間隔

ユ154'

3000年前

↑

山腹噴火十山頂噴火の時代

･･噴火輪廻(雛鮎撚差㌘,)

69年一38q■年間隔

ガルデ㍗成･

主成層火山形成時代
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果をもとにしたもので三宅島は成層火山形成期カ

ルデラ形成後中央火口丘である雄山での中心噴火と山腹

噴火期1469年以後の山腹噴火を中心とする活動期に分

けられます.

1469年からの山腹噴火は21-69年の短い休止期をお

いて起りそれらはほとんど割れ目噴火です(第2表).

船内のテレビでは噴火の様子を空から収録したビデ

オが縁遠し放映されています.噴火の様式は明らかに

割れ目噴火です･溶岩は噴泉として放出されまた地

表に沿って流下し山火事も発生しています.割れ目

は1方向たのか2方向に生じているのかよくわかりませ

ん.第2図は室中写真･火山基本図などをもとにし

た火口･カルデラの分布を示したものですカミ図から

も明らかなように雄山を中心に火ロｰ火口列が放射状

に配列していること北東山腹と南西山腹に火口群一火

口列が集中していることがわかります.また一般に

島の中央から海岸に向かって火口の径が大きくなってい

ます･このことは海岸付近で爆発力の大きい噴火カミ起

っていることを示しています.事実テレビの画面で

は山頂に近い所(高い所)では溶岩片を連続的にふき上

げる溶岩噴泉がいくつも連なって起っており低い所で

は黒い噴煙カミ急速に上昇しています.このことは溶岩

噴泉が起っているところではマグマが直接地表にあら

われマグマ中に含まれるガス成分による弱い爆発によ

って噴泉しているのに対し黒煙部分ではマグマが地下

水一海水に接触しマグマ水蒸気爆発を起していること

を示しています.第2図に示されている海岸近くの径

の大きな火口はマグマ水蒸気爆発或いは水蒸気爆発

によって生じたに違いありませんし海岸に近づくほど

その爆発力が大きく放ったことを示しています.

溶岩噴泉では噴煙はそれほど上昇せず火山灰など

の細粒火砕物を多く含みません･これらが連なるとハ

ワイ底どでよく見られる火のカｰテンと在り危険も少

荏いため多くの人カミ見物におしかけます･しかし上

昇するマグマが地下水に接触すると先に見た大きな火口

を作るような爆発的噴火となり見物どころではなく在

ります.

テレビは流下した溶岩が西海岸の島最大の集落阿

古地区に流入し大部分の住居が焼失したことを告げで'

います.船には急を聞いて帰島する人も多数乗船して

第2表三宅島火山歴史時代の噴火言己録(一色,1960より)

噴火年休止期間

1085年

n54年

1469年

1535年

1595年

1643年

1712年

1763-1769年

1811年

1835年

1874年

1940年

69年

315年

66年

60年

48年

69年

49年

42年

.24年

39年

66年

継続期間前駆現象

噴

噴

噴

火

火

火

火

火

3週間

2週間

7年間

1週間

1O日間

2週間

20日間

2時間前から地震

2時間前から雷鳴,地震

�

地震･鳴動

2時間前から地震･鳴響

6ヵ月一1週間前から

地震･鳴動など

噴火地点記事

南西山腹,西麓

南西山腹

南西麓

北東山腹

西山腹

溶岩阿古地区全減

新鼻の溶岩

溶岩薄木新濡池の形成

溶岩赤場暁

北北東山腹溶岩神着45戸の人家焼失

北東山腹一北東麓,溶岩赤湯暁ひょうたん山スコリア丘

山頂

22年

1962年

24時間1.5時間前から地震

北東山腹一北東麓溶岩赤場暁三七山スコリア丘

21年

1983年

南西山腹一南南西麓

ユ983年12月号�
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と雨が降ったのか湿った黒いスコリアが｡

一面に積りそれカミｰ層あたりを暗くし

1烹汐讐阿っ級

1麟榊勧淋河.ふ

人影も少なく車も時たま通るのみで錆

〆簑箒∵!ユ4､

のは早朝のせいではなくこの地域の人012㎞

'新島

鴬二は坪鴨器鷺こ0火口鍛火砕丘ζカ肘⑱雄山中央火口丘

た雑貨屋“安べえ"さんからバイクを借

第2図三宅島火山の火口および火口列の分布図､

り海岸沿いの道路を北に進むと三池港付

近で3cmだった火山灰は厚さを減じ前回の1962年の

噴火で生じたスコリア丘である三七山を過ぎるとついに

無くなってしまいました.

東京都災害対策本部のおかれている東京都三宅支庁は

午前7時前にもかかわらず大勢の人で騒然としていま

した･おそらく支庁職員は地元民東京都から派遣

された支援部隊や報道関係者などに徹夜で対応していた

写真110月3日夜の地震で生じたカケ崩れ(阿古地区の北1

500mの都道10月4目午前9時撮影).

ようです.ここで噴火の状況を詳しく聞き出すことは

不可能でした.

まず溶岩で埋まった阿古地区へ行く,ことにしました.

三宅支庁を出て島の西岸を南下すると前夜の地震で生

じた崖崩れが道路のいたる所に見られます(写真1).阿

古地区は高さ70r80㎜の海蝕崖の上の都道から一望する

ことができます.しかしそこから見えたものは海

'メ岸近くに数10戸の家屋を残してあとは一面の溶岩でした

1'(口絵写真4).溶岩の中からは家が燃えているのか所々

1･火力況えており溶岩の先端では白煙カミあがっていまし

た.集落への入口の谷には溶岩カ沿の上流側から押し

ょせ支流か都道の坂にアバットしていました(口絵写

真3).溶岩の熱により空気が温められまるで焚火の

すぐ近くにいるような熱気です溶岩の中からはアス

ファルトが燃えているのか赤い炎カミ見えます(写真2).

まだ少しづつ前進している溶岩流もあり溶岩の前面カミ

くずれて中から赤熱した粥状の溶岩が顔を出したりして

います.熱気の中溶岩の先端に近ずきノ･ンマｰで一

部を引っかいてみます.地面の上を転がし冷めるのを

待って手に取ってみました.斜長石の斑晶がわずかに

認められますが全体的には斑晶の少ない玄武岩質の溶岩

です.帯岩の上には径10-5つ｡m程度のコｰクス様の

地質ニュてス352号�



写真2

島の北側から阿古地区へ入る都道にアバットした溶岩流

の先端部.内部からはまだ赤い炎が見えています(10

月4目午前8時10分頃撮影).

写真3

族い谷を流下しつつある溶岩流.先端のア

アクリンカｰが崩れて内部から赤熱した溶

融状態の溶岩が前面へ押し出ていました.

(10月4目8時40分頃撮影).

アアクリンカｰと呼ばれる溶岩塊がゴロゴロしており

いわゆるアア溶岩と呼ばれるものです.耳を澄ますと

｢カラッカラッ｣という乾いたような音が溶岩から聞え

てきます･またrカサカサ｣という石が転げ落ちる

ような音も聞こえ溶岩がごくわずかずつ前進を続けてい

る事もわかります.この谷の1つ北側の小さ柾谷か

ら赤い炎カミチョロチョロ見えます.谷の中に入ってみ

るとごく小規模な箏岩が赤い炎を見せながらごくわずか

ずつ流れ下っているのを見つけました(写真3).先端

の固結した部分がガサガサ崩れると中からまだ粥状の溶

岩が前に押し出てくる有様か良く観察されました.

写真4

ほぼ1日後すでに固結した溶岩流.前面にあ

る樹木により前進を阻まれ停止している(10月

5目午前11時30分撮影).

少しでも溶岩の出口に近づこうと雄山林道を村営牧

場へ行くことにしました.

牧場付近で林道は横倒しの電柱と溶岩で封鎖されて

いました.

この地点は二男山の北でより高い位置になります.

おそらく二男山付近で開口した割れ目が雄山に向って

伸びそれから流下した溶岩がこの地点を通って阿古地

区まで流下したのでしょう｡溶岩の厚さは約2.5mあ

りアアクリンカｰが溶岩の側面や上面にみられます

(写真5).牧場の牛が溶岩のすぐ近くまで近寄って草を

はんでいます.牛は牧場に取り残されたままでその

生存が案じられていましたが無事だった訳です.溶

岩の上にはかげろうが立ち昇り先の視界が良くありま

せ仏溶岩に覆われた木々が燃えているのか溶岩の

あちこちから炎と煙が上っています一ここの溶岩も阿

古のものと同様少量の斜長石斑晶を含む黒色の玄武岩

質溶岩でした.

降灰で被害をうけた島の南部を調査することにします.

三池から空港を通り坪固地区に近づくにつれ降下火

砕物の厚さは急激に増加し景色も黒灰色一色にと変わ

ります･道路に積った灰の除去はほとんどされておら

ずしばしばバイクはノ･ンドルを取られます.坪固地

区に入ると降灰の厚さは10cmを超えているようです.

坪田地区を過ぎ島の南側にまわり込むと噴火口に近

づいているはずなのに降下スコリアの厚さが減じてきま

たいろ

した.しかし大路池から西へ進むと厚さはまた次第

Lんみよう

に厚く狂ってきました･大路池と新津池の中間あたり

に大きな崖崩れがありました｡10月3目22時33分にお

1983年12月号�
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写真5村営牧場を埋めた溶岩流･スカイラインの直

下に噴火割れ目が写真の左から右へと配列し

そこから溶岩カミ手前の方向へ流れ下っています

(10月4目午前10時頃撮影).

きた震度5の地震によるものです.民宿の建物は火山

弾の直撃を受け無残な姿に変りはて(写真6)そばの物

置らしいトタン小屋跡からはまだ煙カミくすぶっていま

す.新津池に近づくと降下火砕物の厚さは急激に厚

くなりガｰドレｰノレよりやや低い程度の厚さ(60c血程度)

にまでなりました.樹木は勿論コンクリｰト製の電柱

すら折れて鉄筋がむき出しになっています(写真7).

乗用車も原形をとどめないほど変形してしまっています

(写真9).新溝池は地形図のそれとは様相を一変させ

ていました.以前からあった池の隣りに径200m程度

の窪地が生じその北側に火砕丘が生じています.火

砕丘の中の割れ目からは白煙がモウモウと立ち上り周

囲には白色から黄白色の昇華物が付着しています(写真

8)･

新溝池では山腹での割れ目の開口溶岩噴泉と溶岩

の流出という噴火様式と異なります地表近くの既存の

写真7新津池からの放出岩塊により破壊され鉄筋がむ

き出しになった電柱(新澤池新噴火口の東約

300m10月4目午後3時半頃撮影).

写真6新津池の東約700mの民宿｡粗粒のスコリ

アの降下により窓および車のガラスは割れて

いました.ここでの降灰の厚さは20cm程度

でした.(10月4目午後3時半頃撮影).

溶岩や火砕岩を吹きとばし大き狂窪地を作る爆発的校

噴火が起ったものと考えられます.放出された径数m

に達する巨大な岩塊は火口近くの木々や建物や自動車

を目茶苦茶に破壊しました(口絵写真13本文写真9).

その後噴火の様式はマグマｰ水蒸気爆発に変わり

発泡のやや悪いスコリアを噴出しました.

庭つばな

新濡池の南の新鼻付近に新しい火砕丘が生じていまし

た･北から見ると東側の斜面は緩く裾を引き西側が

急斜面の非対称な火砕丘です.新澤池内の火砕丘も東

側に緩い斜面をつくっていました.これは噴火当時西

風が卓越しており放出物質は風の影響で噴火口の東側

の方に運ばれて堆積した事を示しています､これはあ

とでふれる火山灰の分布の仕方と調和的です.

朝6時から夕方の6時まで走りまわったのですが部分

写真8

白煙を上げる新薄池内の新噴火口.北側の火

砕丘には白一黄色の昇華物が付着し斜面上に

は放出岩塊が点在しています一写真左側に噴

火口が見られます.(10月4目午後4時頃撮

影).

地質ニュｰス352号�
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写真9新澤池東側都道跡に放置された自動車の残骸(10

月5目午後4時頃撮影).

的にしか噴火の状況をとら走ることができずr群盲象を

たてる｣の諺どおりの状態でした.

<空からの観察>

著者の一人(S-S､)は10月五目9時23分茨城県竜ケ

崎彌行場からセスナ172型機で三宅島噴火の様子を空

から観察するため飛び立ちました.

三宅島まで約200kmです.三宅島に近づくと高度

2000m程度の白い噴煙カミ認められます.島の沖合には

緊急避難にそなえて何艘かの大型船が停泊し空にはヘ

リコプタｰや小型飛行機が飛び交っています.天気は

曇で視界はあまり良くありませんが二男山の北方から

新藩池北西方に到る割れ目噴火口の連なりが認められ

それから青白い煙がたなびいています.午前11時頃の

段階ではもう溶岩噴泉は認められません.溶岩と森

林の境付近ではまだ木の焦げる煙がくすぶっています.

二男山北方の割れ目噴火口から流出した溶岩はいくつ

かの流れに分かれ離合集散を繰返し谷にそって阿古地

区へ流入しています･阿古地区の溶岩の先端部付近か

らは沢山の煙が上がっています.溶岩の下敷となっ

た家屋が燃えているのか赤い火も見えます.溶岩流の

表面には縞模様や溶岩堤防柱とも見られます.

溶岩は阿古地区に流入したものと南西方向の割れ目に

沿って流下したものが大きくこの間に2本の小溶岩流

がありますがそれらはいずれも沢の途中で停止してい

ます､南西方の粟辺付近で海岸に達した溶岩はその

先端部付近でさかんに白煙を上げています.

新藩池は西に大きく拡大されほぼ南北に四つの火口

が並んでいます.そのうち北側の火口が最も大きく活

発に白煙を上げています.また新鼻付近には環状の

火砕丘が形成されそこからも白煙が立ち上っています

(写真10).新津池の東側には黒色の本質物質の堆積物が

見られ南東側には淡色の岩塊が散在しているのが上空

からも認められます曲

三宅島上空の滞空時間はわずか23分間でしたカミ噴

火の概要を把握するために有益でした.

<噴火3目目(五0月5目)>

この目は朝からあいにく雨が降っています.三宅支

庁には東京大学地震研究所の緊急調査団の荒牧教授をリ

ｰダｰとする地質班総員10名が到着していました.

荒牧班の1人東大教養学部の大島治さんは4目飛

行機で空からの観察を行っています.さっそく地上で

の観察と空からの観察の情報の交換カミ行われました.

同時に共同して地表調査を行うことになりました.

阿古地区に流下した溶岩は前目にくらべてかなり冷

えてきたようです｡赤熱した部分はほとんど見ること

はできません･しかし目に見えない程度の速さてまた

流下を続けていまナ都道をふさいだ溶岩はかなり

固結しています.この溶岩の上に乗り先に進んでみ

ますか溶岩の本流はカサカサと音をたてておりその

上に乗ることはとても危険です･溶岩の上流を見ると

溶岩カミ何本もの帯状の小規模な流れの集合体である事が

わかります･それらは互に規則正しく平行に配列せず

うねうねと接近したり離れたりしています.コンクリ

ｰト製建物の上を覆っている溶岩(口絵写真3)はその

断面を良く見せています･溶岩の表面はアァクリン

カｰとよばれるガサガサした著しく発泡度の良い溶岩塊

写真10南上空から見た新鼻の環状火砕丘一火砕丘の西側

斜面上(左側)に多くの放出岩塊が散在しています､

環状火砕丘のつけ根の白煙を上げている部分は小規

模な溶岩です一周辺の海水は黄褐色に変色していま

す(10月4目午前11時頃撮影).
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写真11坪囲地区の都道の降灰状況.降りつもった火

砕物はとりあえず道路わきに押しやられるだけ

で道路わきにうずたかく積まれています･

(10月4目午後3時頃撮影)｡

カミ覆っていますカミその下にはマッシブでやや気泡の少

ない溶岩になっています.一

北の小谷に流れ込んだ溶岩はすでに固結していまし

た.ほぼ1目前に比べて数m前進しておりまた溶岩

の前縁は写真4に見られるように立ち木によって前進

を阻まれ厚さは2mを超しています･

降灰の被害を受けた坪田地区では道路や屋根の上に

積った火山灰の除却作業が始まりました･しかし都

道の両側に降灰された火山灰のため一車線を確保するの

カ精一杯で時ならぬ車の渋滞たどもおこり作業はな

かなかはかどら狂い様子です(写真11)･

三池港から都道沿いに西に向って荒牧班と共同して

火山灰の概査を行いました.三池港付近で厚さは3cm

ほどですカミ坪田付近で最も厚く妊り大路池の南で一

旦薄く狂ります.堆積物は一様でなく三池港付近で

は発泡度カミ臭くどけ状突起の多い不定形の軽いスコリ

ア(2-3cm)が最下部に見られます.酉へ向うとそ

れがなくなりかわりに平滑な破面をもち気泡カミ小さく

少ない重いスコリアからなるユニットが主体になってき

ます.さらにその上位には灰色の細粒の火山灰のユニ

ット黒色の細粒火山灰のユニットが堆積しています.

大路池から新藩池に近づくにつれこれらの上位に再

び発泡の良いスコリア層カミ厚くなります.このようた

構成物の違いは中腹と海岸に近いところでの噴火の様

式の違いに加え海岸部で噴火様式が時間を追って変っ

た事を反映していると思われます｡

新溝池の新火口の南および西方は径数mを超す巨大

な岩塊がびっしりと埋めつくした荒野でした(口絵写真

8)･かつてうっそうとした森林であったことはと

ころどころに残っている太い幹で想像できます.岩塊

と同時に放出された細粒物質は新溝池の東側で見たスコ

リアで征く赤褐色の既存の溶岩や火砕岩の細粉でした.

新火口の白煙の量は昨日に比べると少たくなっていま

す.その北方二男山の方には谷に沿って流下し海に流

入した溶岩が見えます.中腹からほぼ南北の割れ目に

沿って流出したものでまだところどころから青っぽい

煙が上り木がくすぶっています.

夜宿で女主人の吉田筆美さんと通信建設関係の雪

丸重利さんから噴火について貴重な証言を得ました一

雪丸さんは島の南西部錆ケ浜で仕事をしている最中に

噴火の開始を目撃されました.時間は3時15-20分で

溶岩噴泉が南へ移動するのを確認しています.三池へ

帰るのに南廻りは危険と判断し北廻りで帰りましたが

4時頃島の東部三七山付近で降灰にあっています.

吉田さんによると三池で降灰が始まったのは3時半

すぎ避難命令が出て坪田に着いたのは4時すぎ.坪

田では火山灰は降っていませんでした.坪田で降灰が

始まったのは5時すぎだったとのことです.また避

難所で聞いた話によると新溝池の酉で噴火を目撃し坪

田の方向へ避難した人が新溝池付近にすでに地割れがで

きているのを見て危険を感じたとのことです.

<噴火4目目(10月6目)>

割れ目火口からの溶岩の流出が止っても完全に固結

してい往い溶岩は少しづつ前進しています.阿古地区

では数10戸の民家が被災を免れています･それらを救

うため海水の放水で溶岩の前進を止めようと都消防

庁支庁村当局などが検討していました.

溶岩の前進を止めたり流下方向を変えるための努

力はハワイやイタリアのエトナ火山などで試みられて

います･1973年アイスランドの南ヘイマエイ島では

ベルガフェル火山の中腹から流下した溶岩から港を守る

ため外国の協力を得て大量の海水の放水を行い成功し

ました.これと同じ事を阿古地区で実施しようという

ことです.

都道からおよそ90mの海蝕崖の歩道の下草刈りが行わ

れ溶岩の前方へ放水のための器具が搬入されました.

溶岩の先端の総延長はおよそ500m阿古地区の中

央から北側の溶岩の厚さは2.5-3㎜あります.小･

中学校は低地でここでの溶岩の厚さは2階建ての校舎

の屋上の高さとほぼ同じですから8㎜ほどに達します･

溶岩の先端に接した家屋はもちろん数血ほど離れた家

地質ニュｰス352号�
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由第2層

岬二こ･･4一第一層第3図

三三池一三宅高校間の都道

池沿いでの降下火砕物の模

式断面図.

でも焼けて土台だけになっています.小学校の1階の

教室には溶岩か侵入し海岸側の窓までせまっています.

10カ所で毎時400tonの放水カミ行われました(写真12).

放水された溶岩の表面からは盛んに水蒸気カミ上っていま

す.溶岩内部の温度が800℃としその温度が200℃

低下すると粘性は急速に増大し流動しにくくなるはずで

す･溶岩の比熱を0･3水の蒸発熱を580ca1/gとして

計算すると毎時速00tonの放水は厚さ2㎜奥行2m

横100mの溶岩の温度を200℃低下させることができる

ことになります.ただし効率カミ100%より高温狂

溶岩からの熱伝導は無視すると仮定した場合です.実

際に溶岩の流れを止めたヘイマエイ島の放水量は阿古

地区の10倍以上でした.

この放水作戦は7目まで続けられました.放水が効

を奏したかどうか確かめようもありませんが溶岩の前

進は止りました.

降下火砕物の分布･層厚変化の調査は筆者らのうち

1人(K.U.)カミ東大荒牧班と共同して行いました.

すでに述べたように5つの降下ユニットが識別されてい

ます･三池から坪田にかけて都道沿いの数カ所で全

員で観察しました.その模式的な断面図を第3図に示

します.

坪田地区西端の三宅高校で10名が4班に分かれて調査

を開始しました･筆者(K.U.)の属した班は大路池の

東側を北上し雄山林道を西へ村営レストノ･ウスヘ向う

ルｰトすたわち噴火口へ近づくルｰトを調査しました.

大路池の東で堆積物の厚さは最も厚く25cmもあったの

が噴火口に近づくにつれて逆に薄くなりついには火

口からおよそ1kmの地点では粗粒な発泡のよいスコ

リアが点々と分布するだけとなりました(第4図).さ

らに噴火1コに近づくと急速に厚くたりますがここでは

すべて粗粒で発泡の良いスコリアから成る単一のユニッ

トでした.坪田地区で見られた第2-4層は村営牧

場付近の噴火口から放出されたのではたくより南側の

噴火口から放出された事を示しています｡

村営牧場に近づくにつれて樹木の葉は打ち落され裸

木になっていますが新溝池周辺のように折れたりはし

ていません.レストノ･ウスや近くの車もガラスが割れ

ている程度です･さらに火口に近づくと大形(最大1

m)のリボン状や生ふん状の火山弾が多く見られ衝突

孔も認められるようになります､

噴火口周辺には顕著なスコリア丘は認められません

(写真13)､ほとんど原地形が残っており降下スコリ

アはその起伏を均質に覆っているだけのようでした･

の放水作業(10月6目午後3時頃撮影)由
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策4図降下火砕物の分布図､

破線は降灰の北限実線は各々

50mm100m㎜200mmの等

層厚線を示します･黒丸は調

査地点数字は厚さを示します

(単位mm)一

地形図は国土地理院発行の2万

5千分の1地形図三宅島を使用

した.

これは噴火当時の西風によって噴出されたスコリアが

鳳によって運ばれたことによるものと考えられます.あ

いにくの雨でスコリア堆積物から水蒸気カミ立ち上り視

界カミ臭くありません一堆積物の上には白一黄白色の昇

華物が付着し塩酸のような強い刺激臭のガスが噴出し

ています.また南北に何本かの割れ目が生じており

噴火口に近づくほど著しくスコリア堆積物が噴火口側

にすり落ち小規模な正断層が生じています一地割れ

の中はほの赤く数10cm下はまだかなりの高温でした.

<噴火の経緯>

第3表は今回の噴火の経緯を主に徳田安伸氏F島

高校)のメモを中心に東大荒牧班と共同でまとめたもの

に藤田治夫氏(御蔵島中学)の遠望記録を加えたもの

です.

噴火の前駆地震はおよそ1.5時間前で1962年の噴

火の時とほぼ同じです.しかし島の北に位置する気象

台ではこれらの地震はすべて無感でしたカミ阿古地区

ではかなりの有感地震のようでした.噴火の始まっ

た時刻は3時30分頃と一般に報道されていますカミ前述

の雪丸重利氏は3時15-20分と証言しています.3時

25分頃とする証言もあり3時30分よりは多少早い時刻

に噴火が開始したのは確かなようです.

避難命令が出されたのは午後4時です･三池港近く

の村営バス12台が阿古地区住民の避難のためすでに地

割れができていた新藩池付近を午後4時15-25分位の間

に通過しています.その新藩池は午後4時40分噴に極

写真13最も北側の噴火口列｡噴火口の東側

に降り積った本質火砕物質は顕著なス

コリア丘はつくらず既存の地形を均

質に覆っていました､;写真右奥の雲

の中に中央火口丘である雄山カ…ありま

す.

地質ニュｰス352号�
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めて破壊的校マグマ水蒸気爆発を開

始し巨大な岩魏を放出しました.

坪田地区には午後4時46分頃から発

泡の悪いスコリアが降りだし午後

5時頃には粒径も大きくなり車のフ

ロントガラスカミ割れるほどの被害が

出はじめました.スコリアの降下

は午後7時頃まで続きその後は火山

灰まじりの降雨となりました.こ

の雨は降灰地区だけで島の北部での

降雨はありません.

一方二男山周辺より上方の割れ

目から流出した溶岩はおよそ1時

間後の午後4時30分頃には阿古地

区の都道東500m付近にまで流下し

ています.午後5時15分に都道は

溶岩に覆われ午後6時頃から民家

が焼けはじめました.

粟辺に流下した溶岩は週刊誌の

グラビアでは日没前(5時30分より

前)にすでに新藩池近くまで流下し

ています.

新鼻の噴火がいつ始まったのかよ

くわかりません.午後9時30分頃

からいくつかの爆発の報告カミなされ

ていますカミ夜間のため場所が特定

されていません.午後11時10分に

はすでに新鼻付近で海底噴火がおこ

っていることを漁船が報告していま

す.

4目午前3時興噴火は小康状態

になりました.

今回の噴出物

現地調査とセスナ機からの観察結

さらに7目に撮影した空中写真

10月

3日

4日

�

�

�

�

�

�

�

㈰

㈱

㈲

㈳

㈴
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第3表1983年噴火の経緯

59地震始まる(測候所無感)

00ガラス窓ゆれ始まる(坪田).

�

15～20

㈵

㈹

�

㌰

40頃

�

00頃

�

㈲

㌰

00頃

㌴

�

00頃

�

震度1

噴煙目撃錆ヶ浜

.噴煙目撃テニスコｰト中継所･

黒煙3,000m(全日空)

三池空港で降灰割れ目火口南へのびる

溶岩阿古都道東上500mへ

新港池爆発:45通信線切断(新濡池南)

火山礫降下始まる(坪田):50火山雷硫黄泉

車のフロントガラス割れ始まる(坪田)

溶岩阿古都道に

粟辺(新濡池西?)で火柱

粟辺の火柱海よりに移る

阿古民家燃え始'める

火山礫降下弱まる(坪田)

震度3

溶岩粟辺集落に

火山礫降下やみ火山灰まじり泥雨になる

34震度3(坪田は相当なゆれ)

26爆発(薄木?)

40激しい爆発(新鼻からタツネ)

33震度5M.6,1

36より後(地震直後)粟辺付近2ヶ所で火柱

10より前新鼻付近

45新鼻付近

果

を用いて噴火口の配列および溶岩流の分布および阿古

地区への溶岩の流入順序をまとめました(第5.6図).

また降灰調査の結果を用いて噴出物のおおまかな分布

域についても示しました､今回の噴火の総噴出物量は

約O･01km3で前回(1962年)および前々回(1940年)と

ほぼ同じ程度の量である事も判明しました(荒牧ほか

���

降下火砕物は第4図に示したように大きく5つのユニ

ットに区分できます･第1層は著しく発泡した粗い(長

海底爆発

時おり激しい噴火

噴火小康状態

割山

れ腹

目

火

誕

醤

告

��

新

鼻

火

口

径1-3crn)スコリアからなり三池一三宅高校のノレｰト

では三池付近で厚く坪田地区に入ると無くたってしまい

ます.このスコリアは主に村営牧場での溶岩噴泉に

よりもたらされたものであると考えられます･第2層

は粗粒で発泡度の悪い重いスコリアが主体でありごく

少量の類質岩片と第1層と同じ発泡度の良いスコリアが

混じっています･この層は南西の新溝池の方向に向い

厚くなりかつ重いスコリアの粒径も大きくなります.

第3層は灰褐色の細かい火山灰とその間にはさまれる2

1983年12月号�
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第5図1983年溶岩と噴火口列の分布図.

一3mmの類質岩片を主体とする層でやはりごく少量

ながら良く発泡したスコリアが含まれています.この

層も第2層同様新藩池方向に向い厚くなっています.

第4層は細粒の黒色の本質火山灰層です｡この層も南

西方向に厚くなり粒径も粗くたります｡大路池の東側

では発泡度の良いスコリアが多く含まれてくるようにな

ります.第5層は再び粗くて発泡度の良いスコリア層

となります.この層は大路池より西側では密につまっ

て層をなしますカミ三宅高校より東側では1m2範囲に

長径1-3c㎜のスコリアが10-20個程度散在する程度で

ひとつの層をなすというほどではありません.

以上の観察結果からあきらかなように第2-4層は

主に新津池および新鼻での激しいマグマ水蒸気爆発によ

りもたらされたと考えられます･一方第1層は村営牧

場付近での溶岩噴泉によりもたらされたと考えられます.

三池付近でこの第1層のスコリアが降りだしたのカミ3時

半過ぎという証言その頃噴火を行っていたのが噴火口

列の北側だけだったという事実とうまく調和します･

一方坪田より酉では第1層はなく放り第2-4層が主

体となります･坪田での降灰開始が午後5時頃である

事新藩池の噴火開始がほぼ同じ時刻である軍とから考

え第2-4層は新溝池および新鼻でのマグマ水蒸気爆

発によりもたらされた事は確実です.第5層は大路池

以西のものについては同じ･く新溝池および新鼻からもた

らされたと考乏られますか三池付近のものについては

不明です.第2-4層の聞にも少量ながら第1およ

第6図阿古地区の溶岩分布と流入順序･!から4までの

順に流入した･地形図は国土地理院発行の5千分

の1火山基本図三宅島を使用した･

び5層と同じ発泡の良い粗いスコリアが含まれている事

から噴火口列南部のマグマｰ水蒸気爆発と平行して同中

一北部での溶岩噴泉が活発だった事を示しています.

さきに述べた降下火砕物の分布の主軸が二つあることは

上の理由によるものだと思われます.

今回の噴出物の岩石記載と化学組成

阿古地区へ流入した溶岩はごく少量の小型の斜長石

を含む他は苦鉄質瑳晶に乏しい黒色の玄武岩質溶岩で

した.顕微鏡観察によると斜長石斑晶は1m血以下

の自形で5%以下です･苦鉄質斑晶は1%以下であり

普通輝石かんらん石および磁鉄鉱より成ります.石

基は斜長石普通輝石磁鉄鉱および褐色ガラスより成

ります.

上記溶岩および村営レストハウスの東南東700mの地

点で採取した発泡の良いスコリアの全岩さらに上記ス

コリアから斑晶鉱物を取り除いたガラスについて蛍光

X線分析および湿式方法で主成分分析を行レ)ました.

その結果を第4表に明治以降の各噴出物の分析値とあわ

せて示しました.この100年間の間に三宅島の噴出物の

化学組成はほとんど変化していないことが明らかです.

1940年の噴火では径1-3cmの巨大斜長石麹晶を

多く含む溶岩と無斑晶質な溶岩があいついで噴出しまし

た.また1962年に噴出した溶岩は無斑晶質でしたが

場所により分析誤差を越えて組成の違う事が報告されて

います(Iw･s･kiet･1.ユ981)･今回噴火口の西側の阿古

地区に流入した溶岩とその反対側の東側へ飛んだスコ

地質ニュｰス352号�
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リアの2試料について全岩分析を行ないましたが良い

一致をみました･しかし南北に伸びた噴火口列から

溶岩がいろんな方向へ流れ出たわけですから場所によ

って噴出物中の斑晶の量比や化学組成が違う可能性があ

ります.しかしこれは今後の課題です.

おわりに

今回の緊急調査では噴火の翌朝には現地入りできたの

で噴火直後の様子を目撃する事カミできました.半面

三宅島のように四方海に囲まれた島の場合溶岩により

道路が寸断されてしまうと思うような行動ができず調

査がうまくはかどらなかったという事も事実です.そ

の点空からの観察は全体を一目で把握理解できるとい

う点で重要な観察手段でした.今回は両者を併用した

とはいえ十分有機的に連絡をとりあって行うという事

はでき幸せんでしたか今後は事前に体制を固めて早い

行動をとれるよう準備が必要だと思います.

現地調査の一部は東大地震研究所荒牧教授をり一ダ

とする東大地震研究所東大理学部東大教養学部鹿

児島大学理学部からなる地質班と合同で行いました.

この合同調査は･現場における討論をはじめ堆積物や

その産状が保存されにくい降下火砕物の調査を集中的

統一的に行うことカミできて極めて有益でありました.

第4図は合同調査で得られた結果をもとに著者らの

デｰタを使用して示したものです.

今回の調査においては多くの方々に御努力･御理解

を頂きました･中でも自身降灰の被害にあいながら

�

第4表今回および明治以降の噴出物の

化学組成

1かんらん石普通輝石含有玄武

岩三宅島北麓神着(一色19

��

2普通輝石･かんらん石玄武岩

(河野･青木1959).

3無斑晶質玄武岩三宅島北東

サタドｰ岬北(松田･森本19

��

4かんらん石含有普通輝石玄武

岩三宅島南西阿古

5かんらん石含有普通輝石玄武

岩三宅島南斜面雄山林道村

営レストノ'ウスの1km東.

65から斜長石磁鉄鉱斑晶を取

り除いたもの.

4-6は蛍光X線分析

*湿式分析

**強熱減量

も心よく宿を提供して下さり噴火の経緯について教え

て下さった民宿rいつみ｣の吉田筆美さん噴火開始時

'刻についての重要な証言をして下さり貴重校記録フィ

ルムを貸して下さった目黒通信建設K.K.の雪丸重利さ

んr安べえ｣の池田大夫妻には大変お世話になりました.

また地質調査所服部仁岩石地質課長および技術部大森

貞子主任研究官には蛍光X線及び湿式で噴出物の主成

分分析をしていただきました一地質部奥村公男主任研

究官にはスコリアのガラス分離をしていただきました.

大野正一特殊技術課長には溶岩の薄片を作製していただ

き業務課の正井義郎氏には火山弾の写真を撮影していた

だいた一以上の方々に心からお礼申し上げます.
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